
景気浮揚！雇用創出！

景景
気気
浮浮
揚揚
！！
雇雇
用用
創創
出出
！！

働働
くく
人人
達達
のの
立立
場場
にに
立立
っっ
たた
県県
政政
をを
めめ
ざざ
しし
てて

県県
議議
会会
でで
がが
んん
ばば
りり
まま
すす
。。

ごご
支支
援援
、、
ごご
協協
力力
よよ
ろろ
しし
くく
おお
願願
いい
しし
まま
すす
。。
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議議
会会
議議
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歳　入�
663,463�
（百万円）�

地方交付税�
30.1％�

その他 3.7％�

県税�
14.0％�

国庫支出金�
13.4％�

県債�
17.4％�

諸収入�
9.3％�

繰入金�
6.9％�

地方消費税清算金�
4.0％�

使用料・手数料 1.2％�

総務費　5.8％�

生活福祉費�
13.5％�

環境保健費�
4.3％�

農林�
水産業費�
5.9％�

商工費�
8.1％�教育費�

22.9％�

土木費 8.3％�

警察費 6.1％�

公債費�
18.6％�

その他�
6.5％�

歳　出�
663,463�
（百万円）�

消費的�
経費�
59.4％�

投資的�
経費�
14.0％�

その他�
26.6％�

消費的�
経費�
59.4％�

投資的�
経費�
14.0％�

その他�
26.6％�

新新
年年
度度﹇﹇
平平
成成
２２２２
年年
度度
﹈﹈活活
動動
開開
始始

改
革
２１
・
県
議
会
議
員

金
子
三
智
郎

一
般
会
計
の
伸
び
率
昨
年
度
比
９．２
％
減

平
成
２２
年
度
当
初
予
算
は
予
算
編
成
と
知
事
選
挙
の
関
係
か
ら
重
要

な
政
策
的
な
予
算
な
ど
を
除
い
た
骨
格
予
算
と
な
り
、具
体
的
な
諸
施
策

に
つ
い
て
は
十
分
な
検
討
を
行
い
次
の
議
会
に
予
算
を
計
上
予
定
で
す
。

新
し
い
議
会
の
委
員
会

構
成
が
決
定
し
ま
し
た
。

わ
た
し
は
引
き
継
ぎ
環
境

生
活
委
員
会
と
世
界
遺
産

推
進
委
員
会
に
所
属
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
予
算
特
別

委
員
会
で
は

は
じ
め
に
、
平
成
２２
年
度
当
初

予
算
の
概
要
に
つ
い
て
ご
説
明
が

あ
り
、
平
成
２２
年
度
当
初
予
算
は
、

予
算
編
成
時
期
と
知
事
選
挙
の
関

係
か
ら
、
重
要
な
政
策
的
予
算
な

ど
を
除
い
た
い
わ
ゆ
る
骨
格
予
算

と
し
て
お
り
、
具
体
的
な
諸
施
策

に
つ
い
て
は
、
今
後
、十
分
な
検

討
を
行
い
、次
の
議
会
に
予
算
を

計
上
予
定
と
な
り
ま
し
た
。

国
の
予
算
及
び
地
方
財
政
計
画

と
の
調
整
に
つ
い
て
も
、
同
様
に

併
せ
て
実
施
す
る
予
定
で
あ
り
、

現
下
の
厳
し
い
経
済
・
雇
用
情
勢

を
踏
ま
え
、
雇
用
対
策
や
医
療
施

設
の
耐
震
化
、
介
護
基
盤
の
整
備
、

子
育
て
支
援
な
ど
、
国
の
経
済
対

策
に
伴
う
基
金
事
業
に
つ
い
て
は
、

当
初
予
算
に
お
い
て
取
り
組
む
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

当
初
予
算
の
方
針

１

人
件
費
及
び
公
債
費
に
つ

い
て
は
、

年
間
所
要
見
込
額

２

扶
助
費
に
つ
い
て
は
、

�

補
助
事
業
は
年
間
所
要

見
込
額

�

単
独
事
業
は
原
則
と
し

て
前
年
度
当
初
予
算
の
５０
％

３

建
設
事
業
に
つ
い
て
は
、

�

公
共
事
業
は
原
則
と
し

て
前
年
度
当
初
予
算
の
５０
％

�

単
独
事
業
は
原
則
と
し

て
前
年
度
当
初
予
算
の
５０
％

�

災
害
復
旧
事
業
は
年
間

所
要
見
込
額

４

補
助
金
に
つ
い
て
は
、

�

国
庫
補
助
事
業
は
年
間

所
要
見
込
額

�

単
独
事
業
は
経
常
的
な

も
の
及
び
継
続
的
な
も
の

５

貸
付
金
に
つ
い
て
は
、
原

則
と
し
て
経
常
的
な
も
の
及

び
継
続
的
な
も
の

６

基
金
積
立
金
に
つ
い
て
は
、

利
子
な
ど
経
常
的
な
も
の

７

そ
の
他
、
国
の
経
済
対
策

に
対
応
し
て
創
設
し
た
基
金

に
関
す
る
事
業
や
事
業
の
執

行
上
緊
急
を
要
す
る
も
の

主
な
計
上
内
容
は
、

○
人
件
費
、
公
債
費
、
扶
助
費

３
、６
８
８
億
３
千
１
百
万
円

○
福
祉
関
係
の
県
負
担
金
等

５
５
４
億
３
千
４
百
万
円

○
税
関
係
の
諸
支
出
金
等

３
４
４
億
２
千
９
百
万
円

○
公
共
事
業
・
単
独
事
業
及
び

道
路
等
の
維
持
補
修
費

９
８
１
億
３
千
万
円

○
雇
用
対
策
や
介
護
基
盤
整
備
、

医
療
施
設
の
耐
震
化
等
の
国
の

経
済
対
策
に
伴
う
基
金
事
業

２
３
６
億
１
千
４
百
万
円

な
ど
、
義
務
的
な
経
費
や
国
の
経

済
対
策
に
伴
う
事
業
等
の
実
施
に

要
す
る
経
費
と
し
て
、
６
、３
８

９
億
９
千
１
百
万
円
を
計
上
。

こ
の
結
果
、
平
成
２２
年
度
当
初

予
算
の
総
額
は
、

一
般
会
計

６
、６
３
４
億
６
、３
２
３
万
３
千
円

特
別
会
計

７
９
億
３
、９
３
１
万
８
千
円

企
業
会
計

７
０
億
４
、０
８
７
万
３
千
円

一
般
会
計
の
伸
び
率
は
９
・
２
％

の
減
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

平成２２年度 当初予算案の概要
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緊
急
雇
用
対
策
に
つ
い
て

《
知
事
の
説
明
》

雇
用
環
境
は
今
年
１
月
の
有
効

求
人
倍
率
が
前
月
よ
り
０
・
０２
ポ

イ
ン
ト
上
昇
し
た
も
の
の
０
・
４２

倍
と
依
然
と
低
い
状
態
で
推
移
し

て
い
る
。
ま
た
、
高
校
の
就
職
内

定
率
も
１
月
末
時
点
で
８０
・
６
％

と
前
年
度
を
６
・
７
ポ
イ
ン
ト
下

回
っ
て
い
る
。
県
と
し
て
、
今
春

卒
業
予
定
の
高
校
生
を
対
象
に

「
合
同
企
業
説
明
会
」
を
緊
急
に

開
催
し
た
。
平
成
２２
年
度
に
は
、

県
事
業
と
し
て
２１
年
度
を
４
０
０

人
程
度
上
回
る
、
約
１
５
０
０
人

の
雇
用
創
出
を
は
か
っ
て
い
く
。

職
業
訓
練
に
つ
い
て
も
、
国
の

生
活
面
で
の
支
援
策
と
連
携
し
、

当
初
計
画
を
９
０
０
人
程
度
上
回

る
約
１
４
０
０
人
分
を
確
保
。
各

高
校
等
へ
の
就
職
指
導
専
門
員
の

配
置
を
行
う
と
い
う
も
の
で
す
。

《
私
の
考
え
は
》

今
回
の
知
事
発
言
は
緊
急
的
な

当
面
の
課
題
と
し
て
の
施
策
で
あ

り
、
県
内
産
業
を
具
体
的
に
ど
の

よ
う
に
盛
り
上
げ
て
行
く
の
か
ま

で
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
予
算

で
示
さ
れ
た
と
お
り
政
策
的
な
具

体
策
は
６
月
定
例
県
議
会
を
待
た

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、

継
続
的
な
工
事
や
、
小
規
模
改
修

事
業
に
お
い
て
道
路
維
持
費
と
し

て
３
億
円
、
県
営
住
宅
維
持
管
理

費
と
し
て
１
億
円
が
計
上
さ
れ
、

６
月
の
政
策
予
算
を
待
た
ず
に
小

規
模
工
事
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
私
た
ち
に
と
っ
て
評
価

が
で
き
ま
す
。

文
化
観
光
立
県
長
崎
に
つ
い
て

《
知
事
の
説
明
》

長
崎
に
は
、
古
く
か
ら
育
ま
れ

て
き
た
独
自
の
歴
史
と
文
化
が
あ

り
ま
す
。「
長
崎
の
教
会
群
と
キ

リ
ス
ト
教
関
連
遺
産
」「
九
州
・

山
口
の
近
代
化
産
業
遺
産
群
」
そ

し
て
豊
か
な
自
然
や
食
な
ど
、
素

晴
ら
し
い
観
光
資
源
が
数
多
く
あ

り
ま
す
。
今
年
は
「
龍
馬
伝
」
に

合
わ
せ
「
龍
馬
が
愛
し
た
長
崎
観

光
・
文
化
・
物
産
展
」
を
開
催
し

ア
ピ
ー
ル
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

龍
馬
伝
後
に
も
対
策
を
講
じ
て
い

き
ま
す
。

壱
岐
市
に
長
崎
県
埋
蔵
文
化
財

セ
ン
タ
ー
・
壱
岐
市
立
一
支
国
博

物
館
が
開
館
、
龍
馬
伝
と
の
両
施

設
を
拠
点
と
し
て
全
国
へ
情
報
発

信
し
て
行
き
ま
す
。

県
に
「
ア
ジ
ア
・
国
際
戦
略
本

部
（
仮
称
）」
を
設
け
、
上
海
、

ソ
ウ
ル
の
定
期
航
空
路
線
と

チ
ャ
ー
タ
ー
便
の
活
用
、
東
ア
ジ

ア
か
ら
の
ク
ル
ー
ズ
船
の
誘
致
対

策
を
行
い
ま
す
。

《
私
の
考
え
は
》

観
光
誘
致
対
策
は
前
県
知
事
の

対
応
を
継
承
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

長
崎
は
日
本
の
西
の
果
て
で
あ

り
、
中
国
や
韓
国
に
一
番
近
い
県

で
す
。
飛
行
機
で
は
２
時
間
も
か

か
ら
ず
外
国
へ
渡
り
、
ク
ル
ー
ズ

船
で
は
１
泊
の
範
囲
内
で
中
国
へ

到
着
し
ま
す
。
飽
き
な
い
距
離
で

あ
り
時
間
の
範
囲
内
に
、
１
千
４

百
万
人
の
上
海
市
が
あ
り
ま
す
。

中
国
に
対
し
て
開
か
れ
た
町
と

し
て
の
長
崎
が
、
こ
れ
か
ら
の
観

光
立
県
長
崎
の
運
命
を
左
右
す
る

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。松

ヶ
枝
国
際
観
光
埠
頭
も
完
成

し
ま
し
た
。
観
光
の
再
生
と
海
外

か
ら
の
交
流
人
口
を
拡

大
し
、
県
民
に
そ
の
効

果
を
十
二
分
に
波
及
さ

せ
て
行
く
た
め
に
、
私

も
全
力
で
取
り
組
み
を

進
め
ま
す
。

新年度県予算に対する

金金子子県県議議のの考考ええ

主な県政方策

今
回
は
選
挙
後
の
期
間
が
十
分
で
な
か
っ
た
た
め
、
具
体
的

な
方
策
は
ほ
と
ん
ど
出
さ
れ
ず
、
抽
象
的
な
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
止

ま
り
、
中
村
新
知
事
と
し
て
の
舵
取
の
指
針
は
残
念
な
が
ら
聞

く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

目
に
つ
い
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
等

「
人
が
輝
く
長
崎
県
」

〜
「
人
の
力
」「
教
育
・
子
育
て
立
県
」「
女
性
力
」

「
産
業
が
輝
く
長
崎
県
」

〜「
長
崎
ブ
ラ
ン
ド
」「
文
化
観
光
立
県
長
崎
の
構
築
」

「
東
ア
ジ
ア
と
の
さ
ら
な
る
交
流
促
進
」「
ア
ジ
ア
・

国
際
戦
略
本
部
」「
長
崎
Ｅ
Ｖ
＆
Ｉ
Ｔ
Ｓ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

「
地
域
が
輝
く
長
崎
県
」

〜
「
地
域
発
の
地
域
づ
く
り
」「
青
空
知
事
室
」「
移
動

県
庁
」「
県
民
党
の
立
場
で
」

「
一
人
ひ
と
り
の
痛
み
に
敏
感
な
県
政
」
の
推
進

壱岐市立一支国博物館
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世
界
遺
産
登
録

推
進
特
別
委
員
会
報
告

今
回
の
３
月
議
会
で
特
別
委
員

会
委
員
長
を
退
任
し
ま
し
た
。
世

界
遺
産
登
録
を
目
指
し
て
、
こ
の

一
年
間
委
員
会
を
４
回
、
五
島
列

島
・
富
士
山
・
白
川
郷
等
の
県
内

外
現
地
調
査
及
び
海
外
現
地
調
査

を
３
回
、
状
況
陳
情
を
１
回
、
実

施
し
て
来
ま
し
た
。
こ
の
委
員
会

で
は
、
世
界
遺
産
暫
定
一
覧
表
に

記
載
さ
れ
た
「
長
崎
の
教
会
群
と

キ
リ
ス
ト
教
関
連
遺
産
」及
び「
九

州
・
山
口
の
近
代
化
産
業
遺
産

郡
」
の
正
式
登
録
に
向
け
て
、
世

界
遺
産
と
し
て
の
「
顕
著
で
普
遍

的
な
価
値
」
の
検
討
や
、
将
来
に

わ
た
っ
て
資
産
を
確
実
に
守
っ
て

行
く
た
め
の
課
題
等
に
つ
い
て
調

査
及
び
議
論
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

今
年
は
、
申
請
に
向
け
て
の
最

終
年
度
と
捕
ら
え
、
具
体
的
な
行

動
計
画
を
策
定
し
、
資
産
周
辺
に

お
け
る
景
観
を
ど
の
よ
う
に
保
護

し
て
行
く
の
か
、
過
疎
化
が
進
む

地
域
に
お
け
る
資
産
の
保
全
方
法
、

ガ
イ
ド
の
育
成
や
案
内
所
の
設
置

な
ど
、
具
体
的
な
計
画
が
進
行
し

て
い
き
ま
す
。

「
世
界
遺
産
登
録
」
が
実
現
す

る
こ
と
で
県
内
景
気
拡
大
に
つ
な

が
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

県
庁
舎
整
備
基
本
構
想
ま
と
ま
る

案
で
は
、
長
崎
魚
市
跡
地
約
３

万
平
方
メ
ー
ト
ル
の
敷
地
に
、
行

政
、
議
会
、
警
察
の
３
棟
を
建
設

す
る
。
現
在
２１
カ
所
に
分
散
し
て

い
る
庁
舎
を
集
約
す
る
。
事
業
費

は
３
３
８
億
円
〜
３
８
７
億
円
で
、

県
庁
舎
建
設
整
備
基
金
（
約
３
７

５
億
円
）
等
を
あ
て
る
、
と
し
た
。

行
政
棟
は
１６
〜
１８
階
建
、
議
会

棟
は
４
〜
５
階
建
、
警
察
棟
は
７

〜
９
階
建
、
と
し
て
別
途
駐
車
場

棟
を
設
け
る
と
し
て
い
ま
す
。

内
容
に
つ
い
て
は
今
後
十
分
に

検
討
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
が
、
事
業
費
を
最
大
で
も
３

８
７
億
円
と
し
基
金
等
で
十
分
賄

え
る
額
と
し
た
こ
と
は
、
一
定
評

価
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
は
、
単
価
が
大
き
く
跳
ね

上
が
る
超
高
層
ビ
ル
と
す
る
こ
と

を
控
え
る
と
と
も
に
、
同
じ
く
地

階
も
で
き
る
だ
け
カ
ッ
ト
し
た
こ

と
。
駐
車
場
棟
を
別
に
作
る
こ
と

で
全
体
と
し
て
金
が
か
か
ら
な
い

作
り
方
と
な
っ
て
い
ま
す
。

事
業
費
に
つ
い
て
は
５
０
０
億

円
を
切
れ
る
の
か
、
よ
く
て
４
０

０
億
円
台
の
中
頃
で
は
な
い
か
、

等
の
予
想
を
大
き
く
切
っ
て
お
り
、

積
み
立
て
た
基
金
で
収
ま
る
金
額

が
提
示
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
県
議
会
で
も
県
庁
舎

整
備
特
別
委
員
会
で
の
検
討
が
始

ま
り
ま
す
。
建
築
内
容
の
検
討
だ

け
で
な
く
、
県
内
の
建
設
・
建
築

業
で
働
く
多
く
の
人
が
現
場
で
働

け
る
環
境
作
り
も
求
め
ら
れ
ま
す
。

私
も
、
特
別
委
員
会
に
所
属
し

て
い
ま
す
。
よ
り
良
い
県
庁
舎
建

設
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

金子県議の活動報告を建設長崎
ホームページでご覧ください。

△建設が予定されている旧魚市跡地

△２０１０年２月クイーン・メリー２（１５万GT級）入港

http://www.kensetunagasaki.org/
建設長崎でも検索できます。

△堂崎教会堂（五島市）

ココを
クリックして
ください

△国宝大浦天主堂

４�２０１０年（平成２２年）４月５日発行 第７号【３月議会特集号】金 子 三 智 郎 県 議 会 報 告


